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1.背景と目的 膜貫通タンパク質はポリペプチド鎖の高度な自己組織化能力により、生体膜中で

イオンチャネルや受容体を形成している。我々は、この能力を Langmuir-Blodgett(LB)法に活かす

ため、両親媒性ペプチド(AP)を使用して、均一なαへリックスを含む LB 膜の作製と、ヘリック

スの配向制御を目指している[1-4]。下層液に高分子電解質水溶液を用いて、AP をイオン結合によ

り架橋させた場合[1,2]と異なり、高分子電解質を用いないと、脂質と AP の混合比、下層液の組

成や温度を変えても、AP のヘリックスは膜面に平行配向するのみで、ヘリックスの配向制御はで

きなかった[3,4]。今回は下層液を 41℃にしたクエン酸緩衝液(pH6.0)を用いることで、脂質を混合

させなくてもヘリックスの配向を制御できる可能性を見出したので、報告する。 

2.実験条件 AP として、NH2-KKKALALAAAALWLAAAALALA-CONH2(AP3-19)を使用した。N

末端のリジン(K)から 3 残基が親水性ドメインで、リジンから C 末端までの 19 残基が疎水性ドメ

インである。下層液には 41.5±0.5℃のクエン酸緩衝液(pH6.0)を用い、z 型の単層 LB 膜を作製し

た。ヘリックスの配向と膜表面構造は、それぞれ円偏光二色性(CD)と原子間力顕微鏡(AFM)によ

り評価した。 

3.実験結果 Fig.1にπ-A等温線を示す。24mN/m付近にプラトー領域を示し、高圧側で圧縮率の

低い相を示すことを発見した。ヘリックスが膜中で均一な角度で配向していると仮定して、累積

圧 22，24と 26mN/mで累積した単層 LB 膜の CD スペクトルを解析すると、基板法線とヘリカル

軸の成す角がそれぞれ 90，66，52°と変化し、24mN/m 付近を境に配向角が大きく変化した。ま

た、各累積圧で作製した単層 LB 膜の AFM像(Fig.2)から、膜表面形態も大きく変化した。さらに

温度や累積圧を変化させ、膜中のヘリックスの配向状態と表面形態の変化の仕方を明らかにする。 
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Fig. 1 π-A isotherm of 

the AP3-19 monolayer. 

Fig. 2 AFM images of the AP3-19 LB monolayers 

deposited at (a) 22mN/m, (b) 24mN/m, and (c) 26mN/m.  
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